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令和８年度コンプライアンス研修（６月 15日） 

～パワハラを防ぐ「建設的指導」のポイント 

 

1. パワハラを未然に防ぐ「3つの鉄則」 

• 1対 1で話す: 他人の前で叱責せず、個室など周囲に声が聞こえない場所を選ぶ（見せ        

しめは NG）。 

• 主語を「私（I）」にする: 「あなたが〜しない」ではなく「私は〜だと助かる」と自分を主語に

して伝える。 

• 「その 1件」に絞る: 過去のミスを持ち出さず、今起きている事実のみを扱う。 

 

2. 納得感を高める「指導の 4ステップ」 

1. 事実（Fact）: 「やる気がない」等の主観を避け、客観的な事実（例：期限の遅れ）を伝え

る。 

2. 影響（Impact）: その行動が周囲や業務にどのような影響を与えるか論理的に説明す

る。 

3. 聴取（Listen）: 頭ごなしに責めず、なぜそうなったのか相手の言い分や背景を聴く。 

4. 改善策（Alternative）: 次にどうすべきか、具体的な行動を提示または一緒に考える。 

 

3. 言葉選びのアップデート（言い換え例） 

避けたい表現（人格否定・

詰問） 

建設的な表現（解決・仕組

み） 

ポイント 

「なんでできないの？」 「どうすればできそうか

な？」 

Why（原因追及）から How（解

決）へ 

「常識で考えてよ」 「チームの共通ルールで

は〜」 

主観ではなく「共通基準」で話

す 

「やる気あるの？」 「このミスはどこで起き

た？」 

人ではなく「仕組み」に目を向

ける 

 

※ご自身を守るために記録をつけておいてください。 














